
 

平成２６年度高浜市当初予算案の概要 
 

１．基本的な考え方 

平成 26 年度の予算は、市長就任 2 期目の初年度の予算であり、かつ、第 6 次総

合計画の中期基本計画がスタートする重要な節目の年度であることから 

「高浜市の今をアシタにつなぐスタート予算」 

と位置付け、次の３点を基本に編成しました。 
 

（１）事務事業の総点検 

将来を見据えた計画的・効果的な財政運営の第 1 弾として、形骸化し機能してい

ない枠配分方式を財政担当部局による査定に変更し、すべての事務事業について総

点検を行い、徹底したムダの排除、既存事業の見直し・再構築などにより、市民ニ

ーズの変化に対応した予算を計上する。 

（２）中期基本計画の着実な実施 

平成２６年度は、中期基本計画がスタートする年度である。前期基本計画の点検・

確認結果を基に、次なる施策を計画的かつ効果的にスタートさせること。 

（３）重点施策への財源配分 

限られた貴重な財源を有効に活用するため、予算編成会議による協議の結果等を

踏まえ、緊急度・優先度が高い施策や市民にとって真に必要な施策に重点を置いた

予算配分を行う。 
 

◎４つの重点施策 

■まちづくり   ・まちに対する愛着の向上につながる事業 

■こども・教育  
 

・待機児童ゼロ、子育ち子育て支援の充実につながる事業 
・幼保小中の体系的な教育の実現につながる事業 

■産業・防災   ・企業誘致・企業支援につながる事業 
・防災・減災につながる事業 

■健康      ・認知症対策の強化につながる事業 
・「生涯現役のまちづくり」の推進につながる事業 

 

２．予算規模 

総 額  ２２,４３０,７１６千円 

（前年度比 ＋８１９,０２６千円 ＋３.８％） 

 

◆一般会計 １３,５６７,８００千円（前年度比 ＋５９７,８００千円 ＋４．６％） 

◆特別会計  ７,８２１,４６４千円（前年度比 ＋３０７,８８２千円 ＋４．１％） 

◆水道事業会計  １,０４１,４５２千円（前年度比  △８６,６５６千円 △７．７％） 
 
・特別会計：国民健康保険事業、土地取得費、公共下水道事業、公共駐車場事業、介護保険 
       後期高齢者医療 



 

 

 

 

３．歳入の概要（一般会計） 

①市税 ８,２３８,９５５千円 

前年度比：＋３８７,５５２千円 ＋４.９％ 

 

税目 26 年度 25 年度 比較 増減率 

市民税 計 3,389,999 千円 3,074,257 千円 315,742 千円 10.3％ 

 個人市民税 2,739,376 千円 2,535,499 千円 203,877 千円 8.0％ 

 法人市民税 650,623 千円 538,758 千円 111,865 千円 20.8％ 

固定資産税 3,669,850 千円 3,602,076 千円 67,774 千円 1.9％ 

軽自動車税 79,957 千円 77,382 千円 2,575 千円 3.3％ 

市たばこ税 359,496 千円 363,948 千円 △4,452 千円 △1.2％ 

都市計画税 739,653 千円 733,740 千円 5,913 千円 0.8％ 

主な市税収入の内訳として、個人市民税については、納税義務者数の増により、前年度対

比 8.0％、203,877 千円増の 2,739,376 千円を、法人市民税については、市内大手企業の

実績等を踏まえ、前年度対比20.8％、111,865千円増の650,623千円を見込んでいます。 

 

②地方消費税交付金 ５３８,０００千円 

前年度比：＋１２８,０００千円 ＋３１.２％ 

 

③地方交付税 ２５０,０００千円 

前年度比： △４２,０００千円 △１４.４％ 

・普通交付税 120,000 千円（前年度比 △42,000 千円 △25.9％） 

・特別交付税 130,000 千円（前年度比     ０千円   0.0％） 

 

④財政調整基金繰入金 １５３,３３１千円 

前年度比：△１６９,９９４千円 △５２.６％ 

○平成２６年度末現在高見込額 928,831,634 円 

 

⑤市債 ３１７,０００千円 

前年度比：△２０２,０００千円 △３８.９％ 

・道路改良事業 64,000千円 ・（仮称）論地どんぐり公園整備事業 23,000千円  

・臨時財政対策債  230,000千円（前年度比：△212,000 千円 △48.0％） 

○平成２６年度末現在高見込額 8,920,439,010円 

 

４．歳出の概要（一般会計） 

別添「平成２６年度 主要・新規事業等の概要」のとおり 


